
医療用手袋の選択ガイド
状況に合わせた最適な手袋素材の選択

ラテックスアレルギーや化学物質アレルギーの認識が
高まり、また、パウダーが原因で患者と医療従事者の
双方に問題を引き起こすパウダー付き手袋の禁止が広
まったことで、合成ゴム製のパウダーフリー医療用手袋
が選択されるようになっています。手袋はそれぞれ固有
の利点を提供しますが、同時に、バリア保護、耐久性、
指先感覚、装着感、コストの面でそれぞれある程度の
妥協が必要です。

ありとあらゆるすべての状況に「完璧」に対応できる手
袋はひとつもありません。そして医療機関が、すべての
ニーズを満たす 1 種類の手袋材料に標準化することは
ほぼ不可能です。

医療行為を実施する上で手袋を選択する際は、その製
品の機能と効果を確認することが重要です。製品の評
価や決定にはスタッフの協力を仰ぎます。手袋の評価
には品質、伸縮性、耐久性、その他手袋の着用者によ
って決められた指標を含めます。比較する際は価格も
考慮します。裏面のチャートは、医療従事者が利用状
況に応じて最適な手袋素材を選択する際に使用しや
すいガイドです。

ラテックスは、長年にわたり、フィット感、指先感覚、
装着感、強度、バリア保護の面でベンチマーク基準
となってきました。

ビニルは、ラテックスに代わる経済的な選択肢であ
り、長年使用されていますが、一般に、裂け目や切れ
目、小さい穴ができやすいことから、バリア保護の面
では劣っています。

ニトリル製医療用手袋は、優れた引き裂き抵抗や化
学物質耐性を提供するため、人気を集めています
が、ビニル製に比較してコストが高くなります。新世
代のニトリル製手袋のフィルムはより薄く、より強度
が高いため、優れた触覚感度と耐久性を提供する
だけでなく、優れた化学物質耐性も維持します。化
学療法のためにニトリル製手袋を選択する場合は、
その手袋が化学療法用手袋として使用できる試験
基準に合格していることを確認してください。ASTM 
D6978-05 は世界的に認識されている基準です。
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クロロプレンは、手術室でラテックスに代わって最
初に使用された手術用手袋です。装着感に優れてい
ますが、ラテックスに比べるとややコストが高くなり
ます。最先端の革新的なクロロプレン製法は、化学
物質アレルギーのある人のために加硫促進剤を含ま
ない手袋を提供しています。独自の製法によって、よ
り柔らかく、指先の感覚や操作性を向上して、全体
的にラテックス製に近い手袋となっています。クロロ
プレン製手袋も化学療法に適している場合がありま
す。製造業者に問い合わせ、手袋が化学療法の試験 
基準に合格していることを確認してください。

ポリイソプレンも「ラテックスのような」合成手袋フィ
ルムです。他の合成手袋より高価ですが、非常に優れ
た装着感と触覚感覚だけでなく、穿孔、破断、摩耗
の耐久性を提供します。ポリイソプレン製手袋も化
学療法に適している場合があります。

合成ハイブリッドは、さまざまな合成ゴム材料の長
所を 1 つの手袋製法にまとめて急成長しています。
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手袋
タイプ

ラテックス (NRL)
(手術用/検査検診用)

ポリイソプレン
(手術用)

クロロプレン
(手術用/検査検診用)

ニトリル
(検査検診用)

ビニル
(検査検診用)

バリア保護
のレベル

優秀
強度と伸縮性により
バリア保護のベンチ
マーク

優秀
フィルムは穿孔、破
断、摩擦に対する抵
抗が高く、耐久性が
非常に優れている

優秀
ラテックスに劣らな
いバリア保護を提供

優秀
フィルムは穿孔や破
断に対する抵抗性が
高い

不良
使用中容易に破損し
穿孔が発生、手首のフ
ィット感がない

アレルギー
物質含有

多様
タンパク質や化学物
質アレルゲンを含有 
パウダーフリー手袋の
方が低アレルゲン

非常に良好
ポリイソプレンはラテ
ックスタンパク質を含
有しないが、加硫促
進剤を含有する

非常に良好/優秀
ラテックスのタンパク
質を含まない加硫促
進剤を含有する場合
がある

非常に良好
ラテックスのタンパク
質を含まない硬化剤
およびその他の化学
物質成分を含有する
場合がある

良好
ラテックスタンパク質
または加硫促進剤を
含まない他の化学物
質成分を含む場合が
ある

強度と
耐久性

優秀
NRLは非常に強く、
耐久性がある
引 張 強 度 は 通 常
3000  psi  以上である

優秀
極めて強く、非常に優
れた穿孔耐性がある 
引 張 強 度 は 通 常 
3000  psi  以上である

非常に良好
強いが、穿孔が発生
するとフィルムが容易
に破断する
引 張 強 度 は 通 常 
3000  psi  以上である

優秀
フィルムは非常に強
く、穿孔耐性は全て
の手袋フィルムより優
れている
引 張 強 度 は 通 常 
3000  psi  以上である

不良
4 種類のフィルムのう
ち最も弱い圧力がか
かると容易に破損し、
穿孔が発生
引張強度は2000 psi
未満である

伸縮性 優秀
伸縮性は他の手袋フ
ィルムに比べて非常
に優れており、形状記
憶に優れフィルムは元
の形状に戻る
伸長限度は約750%
である

優秀
ポリイソプレンはラ
テックスの伸縮性に
最も近く、形状記憶
に非常に優れ、フィル
ムは元の形状を維持
する
伸長限度は約 750%
である

優秀
クロロプレンの伸縮
性はラテックスの伸
縮性に近く、形状記
憶に非常に優れ、フィ
ルムは元の形状を維
持できる
伸長限度は約 750%
である

非常に良好
伸縮性は非常に良
く、伸張限度は通常 
500% 以上で、ある
程度の形状記憶を示
し、着用者の手にフィ
ルムをフィットさせる
ことが可能

普通～不良
伸縮性が限られ、ブ
ランドによって異なる 
典型的な伸長限度は 
500% 未満である
フィルムの形状記憶
は限定的

フィット感
と装着感

優秀
ラテックスは伸縮性
と形状記憶力が高
く、非常に優れた装
着感とフィット感を提
供する

優秀
ポリイソプレンはラテ
ックスのような物理
的特性があるため、
非常に良い装着感と
フィット感を提供する

非常に良好
伸縮性と形状記憶力
が高いため、装着感
とフィット感に優れて
いる
新しい製法はラテッ
クスのようなフィット
感と装着感を提供す
る

非常に良好
伸縮性と形状記憶力
が高いため、装着感
とフィット感が非常に
良い
フィット感が強いこと
があるため、使用者
は大きめのサイズを
選ぶ場合がある

普通
伸縮性が低く、フィッ
ト感と装着感が限定
される
手首の直径が非常に
大きく、袖口周辺で手
袋がフィットしない

経済性 非常に良好
手術用手袋として非
常に良い経済性を提
供する
パウダーフリーはやや
高価になる

普通
ラテックスや他の非
ラテックスフィルムよ
り高価であるが、ラテ
ックスアレルギーの
管理のコストを考慮
すると正当化できる

良好
ラテックスより高価
であるが、ラテックス
や化学物質アレルギ
ーの管理のコストを
考慮すると正当化で
きる

非常に良好
ニトリル製検査検診
用手袋のコストは、典
型的にラテックスの
検査検診用手袋と同
程度

非常に良好
ラテックスアレルギー
が懸念される場合、ニ
トリルとラテックスに
代わる低コストの選
択肢
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